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令 和 ７ 年 度 事 業 報 告 書  

事 業 の 状 況     

弘前大学医学部附属病院（以下「附属病院」という。）における患者の動向は、各店舗の利用者

数に影響を及ぼす大きな要因の一つである。令和７年度の附属病院における外来患者数は、対前

年度と比較してほぼ横ばいであり、入院患者については、病床稼働率は上昇している状況である。   

各店舗における利用者数については、対前年度と比較してローソンでは２.５０％増、ドトール

コーヒーショップでは４.０４％増、食堂では２.１５％増となったが、薬局については処方箋処

理枚数が７.９０％減少した。 

本年度の決算額として、経常収益ではローソン、ドトールコーヒーショップでは店舗限定の企

画、イベント商品の発注数増、商品の陳列方法の工夫等に努め、利用者数も増加したことにより

対前年度と比較して、ローソンでは、１,７２２万円（６.０５％）の増収、ドトールコーヒーショ

ップでは、５４０万円（９.５８％）の増収となった。食堂では、土曜日営業について、利用者数

が恒常的に少ないことから当面の間休業とし、物価、賃金上昇等により価格改定を行ったが、企

画メニューの実施などにより利用者数は増加し、２８３万円（５.７１％）の増収となった。薬局

では、薬剤師の欠員などの影響などもあり処方箋処理枚数が１,３２５枚減少したものの、金額の

高い薬品の処方が増えたことなどにより処方箋単価がアップし、２,１０１万円（２.６９％）の

増収となった。また、附属病院構内駐車場等管理業務については、既存の契約に加えて、令和７年

１１月から第二駐車場整理業務を新たに請負ったことにより１５２万円の増収となった。この結

果、経常収益合計では対前年度と比較し、４,９９４万円増（３.９４％）の１３億１,８７５万円

となった。 

一方、経常費用では、各仕入費については、売上の増加と連動してローソン、食堂、薬局、ド

トールコーヒーショップにおいても増加している。人件費に関連する事項については、最低賃金

の大幅な引き上げに伴う給与改定や、新たな専門職員の採用による増加があったものの、常勤役

員の交替や薬剤師の欠員なども影響し総体的には減少した。この結果、経常費用合計では対前年

度と比較し、３,８９９万円増（３.０３％）の１３億２,６６９万円となった。 

当期経常増減額では７９４万円の費用超過となり、経常外費用である棚卸資産評価損や法人税、

住民税及び事業税を加えた最終的な当期一般正味財産増減額は８６６万円減少することとなっ

たが、対前年度と比較し約１,１８９万円改善された。 

以上のように、本会の運営は非常に厳しい状況が続いているが、本年度も公益目的支出計画の

達成のため、実施事業である「医学に関する研究の奨励及び助成事業」、「患者支援事業」、「学生

に対する福利厚生事業」及び「患者等のための食堂事業」を行った。本年度の主な事業内容は、

次のとおりである。 

 

 【実施事業】 

１．医学に関する研究の奨励及び助成事業          19,008,080 円 

 ① 弘前大学における医学に関する研究助成         （2,600,000 円） 
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       医学研究科臨床中央研究室への研究助成   

       医学研究科附属動物実験施設への研究助成 

       附属病院の診療技術向上に対する助成   

       附属病院検査部に対する研究助成 

     ② 医学研究科各講座学術集会の主催に対する助成       （200,000 円） 

     ③ その他、医学振興・医療技術の向上へ寄与する助成   （16,208,080 円） 

附属病院の管理運営に対する助成  

        附属病院看護部に対する研究助成  

       学生用図書購入に対する助成  

  ２．患者支援事業                          521,120 円 

      院内コンサート等の実施に対する協賛 

附属病院内に観葉植物を配置   

 ３．学生に対する福利厚生事業                    500,000 円 

     弘前大学総合文化祭に対する助成 

 ４．患者等のための食堂事業 

食堂においては、土曜日の利用者が恒常的に少ない状態が続いていることなどから、令

和７年４月より土曜日の営業を当面の間休業することとした。 

原材料費、物流費の高騰を要因に食材の価格が値上がりしたことや、最低賃金の大幅な

上昇などの影響を受け、人件費も増加していることから、令和８年１月に価格改定を行っ

た。利用者の増加を図るため、通常メニューに加えて限定メニューやワンプレートランチ

の提供を行った。また、附属病院からの要望により令和７年１月から小児医療センターの

入院付添者限定の食事提供を継続して行った。 

 

【病院内及び周辺における患者等に対する小売・サービス業】 

イ） 物品販売事業 

ローソンが企画する様々なイベント等を行っているが、発注数に上限がある場

合は、ローソンと交渉し他店の２～３倍の数量を確保し、限られた店舗のみが販

売できる商品に関しても交渉し多めに確保するなど売上の増加に繋げた。 

当店独自の企画として、月替わりで毎週水曜日に店内厨房で作る特定の弁当等を

１００円引きで提供する企画を引き続き行った。また、お弁当の購入でローソンコ

ーヒーの無料券を配付する企画を行うなど集客アップに努めた。 

医学研究科からの要望を受け、令和８年２月から医学部基礎校舎で勤務する教

職員及び医学部学生等に対するサービス及び福利厚生の充実を図るためサテライ

ト店（販売機を中心とした一部商品の販売）の運営を開始した。 

ロ） 外商事業 

令和７年５月附属病院内に「肥満症・栄養治療センター」が設立され、栄養管理

部からの要請に応えてダイエット食品の販売を開始した。また、令和８年２月より、
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プロテオグリカンを使用した新たな商品の販売をし「あおもりＰＧ認証商品販売店」

となり、ホームページ等で周知を図った。 

自動販売機設置運営業務委託事業については、売り切れを防ぐため、引き続き、

適時販売状況の確認を行い、売上の推進に努めた。また、旧第一病棟の改修工事に

伴い、附属病院の要請により自動販売機の移設を行った。 

ハ） 薬局事業 

薬局においては、処方箋処理枚数は減ったものの、金額の高い薬品の処方が増え

処方箋単価はアップした。また、選定療養（後発医薬品があるにも関わらず先発医

薬品の処方を希望する場合には患者が特別な料金を支払う制度）の影響と後発医薬

品への移行を患者に対し丁寧な説明を行い後発医薬品の使用割合が６割程度から

８割を超え、令和７年９月から「後発医薬品調剤体制加算１（２１点）」の算定を開

始した。 

大学病院との連携においては、令和７年１１月から院外処方箋疑義照会簡素化プ

ロトコールの試用運用が実施されたことで、利用者の待ち時間の減少だけでなく、

薬剤師の負担軽減に繋がった。 

ニ） 喫茶事業 

ドトールコーヒーショップにおいては、附属病院で業務に従事している弘前大学

職員及び外注業者に対する値引き販売を継続して実施し、集客アップに努めた。ま

た、事前の電話予約により、休憩時間や帰宅時に商品を受け取れる方法を周知し利

便性をアピールした。 

イベント商品については、事前予約受付用紙を作成し次回来院時に商品をお渡し

できる仕組みを構築し、来店回数を増やす取り組みを強化した。 

ホ） 駐車場事業 

 附属病院構内駐車場等管理業務については、５年契約の２年目となっており、

仕様書に基づき事業の実施に当たるとともに、来院者が安心して利用できるよう適

切かつ丁寧な誘導に努め、車椅子等利用者の誘導については、安全かつスムーズな

入退車に配慮した。また、令和７年１１月より第二駐車場の運用が開始され、本会

がこの管理業務を請負うこととなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


